
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針

総
合
計
画
と
は

　
総
合
計
画
と
は
、
市
が
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
上
で
の
指
針
と
な
る
中

長
期
的
な
計
画
の
こ
と
で
す
。

　
市
に
は
、
福
祉
や
教
育
、
都
市
整
備

な
ど
、
分
野
ご
と
に
個
別
の
計
画
も
あ

り
ま
す
が
、
総
合
計
画
は
そ
の
最
上
位

の
重
要
な
計
画
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、

市
の
将
来
像
と
そ
の
実
現
の
た
め
の
施

策
を
と
り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　
現
在
、
市
で
は
平
成
18
〜
27
年
度
を

計
画
期
間
と
す
る
「
成
田
市
新
総
合
計

画
」
に
基
づ
き
、
計
画
的
な
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

次
期
総
合
計
画
の

構
造
と
計
画
期
間

　
次
期
総
合
計
画
の
構
造
は
、
現
行
の

成
田
市
新
総
合
計
画
と
同
様
、
基
本
構

想
―
基
本
計
画
―
実
施
計
画
の
3
層
構

造
と
し
ま
す
。

　
そ
し
て
、
現
行
の
計
画
よ
り
も
各
層

の
定
義
・
ポ
イ
ン
ト
を
明
確
に
す
る
と

と
も
に
、
各
層
を
連
動
さ
せ
て
、
市
が

目
指
す
ま
ち
づ
く
り
を
効
果
的
に
推
進

す
る
た
め
の
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
を

目
指
し
ま
す（
図
1
）。

　
ま
た
、
次
期
総
合
計
画
の
計
画
期
間

は
図
2
の
通
り
で
す
。

計
画
策
定
過
程
で
の

市
民
参
画

　
総
合
計
画
は
市
の
行
政
、
あ
る
い
は

地
域
全
体
の
進
路
を
指
し
示
す
羅
針
盤

と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
市
民
の
皆
さ
ん

を
は
じ
め
、
市
に
関
わ
る
多
く
の
人
た

ち
か
ら
意
見
を
聞
け
る
よ
う
、
総
合
計

画
策
定
に
当
た
っ
て
次
の
通
り
市
民
参

画
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

市
民
意
識
調
査

　
無
作
為
に
抽
出
さ
れ
た
15
歳
以
上
の

市
民
1
万
人
に
対
し
て
市
の
施
策
の
満

足
度
と
今
後
力
を
入
れ
て
い
く
べ
き
と

考
え
る
施
策
な
ど
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

N
A
R
I
T
A
み
ら
い
☆
カ
フ
ェ

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
「
成
田
の
目
指
す

べ
き
姿
」
を
語
り
合
っ
て
も
ら
う
会
議

を
1
月
12
日
、
赤
坂
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
会
議
に
は
、
無
作
為
に
抽
出
さ
れ
た

18
歳
以
上
の
市
民
2
、
0
0
0
人
の
中

か
ら
79
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
出
さ
れ
た
意
見
は
、
次
期
総
合
計
画

策
定
の
た
め
の
貴
重
な
資
料
と
し
て
活

用
さ
れ
ま
す（
3
ペ
ー
ジ
）。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

　
次
期
総
合
計
画
の
素
案
が
で
き
た
ら

素
案
に
対
し
て
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
に
つ
い

て
は
広
報
な
り
た
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
企
画
政
策
課（
☎
20
‐

1
5
0
0
）へ
。

次
期
総
合
計
画
の
策
定

市
で
は
、
現
行
の
総
合
計
画
が
平
成
27
年
度
で
終
了
す
る
た
め
、

平
成
28
年
度
か
ら
の
次
期
総
合
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

計
画
策
定
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
で
き
る
よ
う

市
民
参
画
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

上空から見たJR成田駅周辺
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NARITAみらい☆カフェで出された意見
　参加者から148件の意見が出されました。分類すると多
かったのは「道路・交通・駅周辺（25件）」、「観光（19件）」、「住
環境（15件）」に関する意見でした。主な意見は次の通りです。
道路・交通・駅周辺
◦今後の交通網の整備を生かして、国内外を問わず、多様
な文化を受け入れられる都市にすることを目指す
◦特に住宅の少ない地域交通の便をさらに良くし、どこでも
気軽に安く行けるまちにする
◦大きなバスではなく、コンパクトな車で近くまで運んでくれ
るサービスが欲しい
◦駅前広場の充実。成田駅前をバスターミナルとして近隣の
交通拠点とする
◦成田駅付近をもっと開発し、にぎやかなまちにしてほしい
観光
◦成田らしい観光を目指す。自然を生かすまち
◦成田山新勝寺と空港の2トップをより生かして観光・商業
が充実した都市づくり
◦観光と生活を上手に共存させるまち
◦成田市のPRを強化。成田山新勝寺以外にも人が集まる観
光スポットや魅力探し

◦観光をより発展させ、「成田ブランド」力のあるまち
住環境
◦国際都市にふさわしい景観の美しいまち（電線の地中化）
◦若い人も老人も一緒に暮らせるまち。みんなが集えるまち
◦市民みんなが満足できるようなまち
◦学生や若者を呼び込むことができるまち（国家戦略特区構
想より）
◦自然と人と環境がうまく交わって共存できればよい

図1

図2

次期総合計画の構造

次期総合計画の計画期間

基本計画

実施計画

基本構想

○事務事業の内容を規定
○原則として、全ての事務事業に関する目的、評価指標などを記載
○目的を明確化し実効性を持たせるために、基本計画（施策）や予算との連動が重要

各層の定義・記載内容・ポイント
○市政の将来像を規定
○将来都市像、まちづくりの基本姿勢、土地利用の基本方向などを記載
○計画の実現可能性に配慮しつつも、将来のまちづくりを見据えて「夢を描く」ことが重要

○施策の内容を規定
○全ての施策について、施策ごとの目的、内容、主要事業などを記載
○施策の実現に向け、実効性を持たせるためにも、実施計画（事務事業）との連動が重要

基本
計画

実施
計画

基本
構想

○計画期間は適切に管理可能
　な期間とし、3年とする
○事務事業の見直しを毎年度
　行う

計画期間の考え方

○構想期間を12年間とする

H28

○基本計画は4年ごとに第1期・
　第2期・第3期として策定する

H29 H30 H31 H32

基本構想（12年間）

第1期基本計画（4年）

①実施計画［H28～H30］
（3年）

②実施計画［H29～H31］
（3年）

③実施計画［H30～H32］
（3年）

④実施計画［H31～H33］
（3年）

⑤実施計画［H32～H34］
（3年）

⑥実施計画［H33～H35］
（3年）

⑨実施計画［H36～H38］
（3年）

⑩実施計画［H37～H39］
（3年）

⑦実施計画［H34～H36］
（3年）

⑧実施計画［H35～H37］
（3年）

第2期基本計画（4年） 第3期基本計画（4年）

H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39

グループ内で意見を交わす

3 広報なりた 2015.2.15　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です


